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『  姉の手 、妹の 耳 』
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『  生命 と言財  』
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≪ 姉の手 、妹の耳 ≫

イエスが幼子の ころに両親に抱かれて、往復 したエルサレムとベツレヘ

ムの距離の約半分ほどの所に、ベタニアがあ :'ま す。戌人 したイエスはガ

リラヤからエルサ レムを訪れる際に度マ、その近 くのべタニアのマル タの

家にも立ち寄 りました。電話や交通手段など無い時代です。訪間の日時は

殆ど不定 (未定 )で した。その日のイエスの訪間も、まさにそうで した。

イエスの目的は話 をすること (?)で した。マルタの妹のア リアが 、な

ぜか一人だけでイエスの話 を始めから聞 くことにな ります。残念ながら、

話の内容は一切不明です。姉のマ リアが 、その間 、どこで何 をしていたの

か とい うと、イエスの突然の訪間をもてなす準備 を始めていたのです。こ

の時 、当のイエスは自分の話 を聞 くことも、自分 をもてなすことも、どち

らも要求していません。家に迪 り着 くな り眼前のマ リアに語 り始めます。

さて、台所であ くせ く働 くマルタにはイエスの御声はとどいていたので

しょうか。いや 、困ったことに彼女は、妹のマ リアが、傾聰 を中断 し、も

てなしの準備にカロわるようにイエスの口から命 じてほしいと、要求 します 。

自分の主張 を正当化する “巧妙な手段 "と して。彼女は “仕向けた 'の で

す。誰 を、そう、妹ではな くイエスの方を。しか し、イエスは「 ぬ要なこ

とはただ一つ。マ リアは良い方 (傾聰 )を 選んだのだ 」と、マルタを論す

ので した。ただ、イエスが “仕向けられる "、 とは、これいかに。

そう言えばある時 、イエスを歓理 しないサマ リア人の ことで 、弟子のヤ

コブとヨハネの兄弟が イエスに話 を持ちかけたことがあ りました、「 お望

みなら、天から火を下 し、彼 らを焼 き滅ぼすように言いましょうか 」と。

しかし、この二人にはそんな力も権限 もなければ 、天を動かす方法 も知 り

ません。彼 らは体 よ くイエスに仕向けて事 を成 し遂げようとしたのです。

もちろんこの後 、彼 らの挑発はイエスから一喝 される運命にあ りました。

個人の都合や恣 りで、神 を動かせると信 じるのは間違いです。けれども

人間は時マ、巧妙にこの過 ちを犯 します。願い求めるのではな く、仕向け

るのです。しか し、欺晴は直ちに神に見破 られ (ヒ っぺ返 しを食らい )ま

す。その日のべタニアで起 きていたことを時マ思い起こしてみましょう。

主に背を向けることよりも、傾聰 を選んだ方が正 しかったことを。
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≪ 命 と言財 》

自分のために富 を:積 んで も、神のために豊かにならない者は この と

お りだ 。 (ル カ福音書 12:21)

「 この とお り」とは 、いったいど うい うことで しょう。「 人の命は財産

にはよらない (所 有物から生 じることはない )か らである」とイエスは明

言 します 。有 り余る財産のために、大きな含 を建てて、遊んで暮らそうと

しても当人が長生きできる保証がなければ 、いったい誰のための財産なの

か と、いとも簡単な馨えを用いてイエスは語 ります。自分はそんな財左分

与の裁判人で も調停人で もないと。裏を返せば、この手の問題は、どこま

で行っても “信仰 "と は無縁の事柄のようです 。

「命 と昔財 」、 この二つを軽々に結びつける術 を知 りません。多かれ少

なかれ 、誰にで もふ りかかる深刻な事案ではあ ります。21世 紀になると、

これはもっぱら個人の死後の備 えの問題 として、金融機関で取 り扱われそ

うです。さて、人類は多少とも、贅 くなったので しょうか ?

イエスは様 マな懇願 を受理 します、子供の病気を診て くれ 、自分の症状

を
'台

して くれ と。すると間髪入れず願いが叶い 、それぞれ癒 されます 。そ

れどころか失われたばか りの命まで もとに戻 されるのです。あたか も造 り

上の (独 り子の )責 任であるかのごとく、 ``命 "に 関 しては神の専権事項

として扱われます。ただ、財産分与の問題 となると、こちらは一切 、神の

管轄下には置かれません。一方 、人間はこれ を自分の人生の童大問題 とし

て位置づけようとします。飲んで食べて、楽 しく生きることも絡めて。も

ちろん、そんな願望にまともな答を出せる人はいません。イエスは この間

題には一切関わらないと “断言 "し ます。依頼人はとり残 されます。

マダイ福音書の 19章 21節 に金持ちの青年の話が出ています。ユダヤ

の律法 を導守 しているとい う彼に、イエスは こう進言します、「(あ なたが )

もし完全にな りたいのなら、行 って持ち物 を売 り、貧しい人々に与 えなさ

い 。そうすれば天に宝 を積むことになる 」。

彼はイエスの弟子になろ うとしていたようです。場合によっては彼の財

産は、使徒たちの時代のように宣教に も役立 ったか もしれないのです 。
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ところがイエスの答は真逆で した。将来の宣教のためにではな く、直ち

に、本人の一存で「 売 って、貧しい人マに分け与 えなさい 」と。さて、も

ともとの彼の 、イエスに対する質問は 、以下のとお りです 、

先生、永遠の命 を得 るためには、どんな良いことをすればよいので

しょうか ? (同 書 19:16)

この質問は、 ``良 きサマ リア人の警え "(ル カ福音書 10章 25節 以下 )

を聞か されたユダヤの律法の専門家が 、は じめにイエスに問 うていたこと

と同 じです。二人に共通 しているのは 、どちらも、 ``自 分には非の打 ちど

ころがない "と い うものです。金持ちの “主張 'と 律法の専門家 “自己正

当化 "に は、何か深い関係があ りそうです。

一方 、今日の 、イエスに財産分与の仲介 を持 ちかけた人物は 、飽 くも こ

れを自分 と兄弟だけの問題 として考えているようです。 ``永 遠の命 "と は

無関係に、このせの思い煩いだけに終始 しているのです。信仰′このかけら

もな く。不幸に も「 神のために豊かに 」なることには一切興味 を示 しませ

ん。この記事は、ルカ福音書にのみ記 されています。マタイもマルコもヨ

ハネもこのエ ピソー ドには触れません。何 ら解決策が示 されていないから

で しょうか。

イエスは、このケースでは一方的に単純明快な馨えを語るだけで 、 “質

疑應答 "に は及びません 。警えが 、あたか も能人気な依頼人の人生その も

のの如 く、分与 された財産 と共に、楽 をして生きながらえる命の保証はど

こにもないことが示 されるのです。

いずれに しても、寿命 と財産 、帳尻合わせが絶対に不可能なこの問題で、

思い煩 うことは 、たしかに思かなことなのか もしれません。

ただ、もしこの依頼人のだの中に、“永遠の命 "への思いが 、ほんの僅

かでもあったならば、イエスはひきつづき彼 と語 り合 うことを厭わなか っ

たか もしれません。「 天に宝 を積む 」とい う選択肢が彼には与えられ 、そ

の方法が示 されたか もしれないのです。神 と人 とが共に栄光へ と至る道筋

が 。
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